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組合概要 
名称：中小介護事業者協同組合 

住所：大阪府岸和田市大町４７５－１９－２０５ 

設立：平成２８年８月 
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組合理念 

組合の理念 

 

 
豊かな人間性を持ち、深い人間愛と広い視野を持つ組合企業の育
成を目的とします。 

 
●組合企業及びその職員のコミュニケーション能力を養い、生活
ニーズに対応できる能力を培う。 

 
●組合企業及びその職員が自らの価値観にとらわれることなく、
多様な生活の支援ができる能力を培う。 
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組合設立の目的 

設立趣意（抜粋） 

 増大する介護需要に対応し、介護が必要になっても安心して暮
らし続けることが出来る地域づくりを実現していく、 また、生産
性の低さが指摘される介護業界が成長性を確保し、雇用の創出等
により地域経済のけん引役としての役割を担える 「真の成長産
業」へと飛躍するためには、大手事業者や保健医療福祉複合体と
いった大規模法人のみが、地域独占でサービス提供を行うのでは
なく、中小介護事業者も含めた健全な競争や相互機能補完による
共存共栄を図ることが不可欠である。 
 そこで、介護福祉事業を行う中小規模の民間事業者が、組合員
の相互扶助の精神に基づき、 互いに協力・助け合い、必要な共同
事業や相互の交流や情報交換をもって、経営基盤の強化、サービ
スの質の向上に努め、更なる地域福祉の向上に資することを目的
に、ここに中小企業等協同組合法に基づく協同組合を設立するも
である。 
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組合の状況 

• 組合員企業 

• 現状は7社（＋2社が加入を検討中） 

• 介護事業者に特化している 

• 将来的には、業種を絞らず、当組合を必要とされる
企業に組合員となって頂けるようにしていきたい 

 

• 組合の特徴 
• 研修、人材教育事業は、これまで当組合の理事が取
り組んできた事業であり、当組合の特徴、強みとな
る事業になる 
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事業への取り組み状況 

• 実習生受入れ事業 
• 受入れは、１事業者に一人だけでなく、二人以上とすることで、実習生
のホームシック予防を図る 

• まずは１年様子を見ながら増やしていきたい 

• 2025年までに、企業数30社、受け入れ100人を目標 

 

• 事務代行事業 
• 組合員企業より、事務の代行の請負を行う 

• 当組合がまとめて代行することで、組合員企業へメリット提供 

 

• 共同購入事業 
• 現状は人手が足りないため、体制が出来てから実施予定 

 

• 特定技能外国人の職業紹介サービス 
• 有料で紹介するための許可をとり、実施していきたい 

 

• 教育・研修事業 
• 当組合の理事、スタッフには資格所有者が多く、経験も豊富である 
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事業を取り巻く環境 
新型コロナの影響により、介護事業者の経営が悪化。 

外国人技能実習生は本国で入国待機の状態が長期化して
いる。 
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技能実習生受入れの動向 

厚生労働省発表資料より 
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 世の中の動向では、ベトナム人、中国人実習生数が圧倒的に多く
なっている。当組合では、インドネシアからスタートし、その他の
東南アジアからの受け入れも増やしていく 



技能実習制度の現状 

中小介護事業者協同組合 ビジョン2025 10 

厚生労働省発表資料より 

 下記統計は、介護分野の受け入れ前のものであり、介護分野の他
に、建設、製造業、農業関係での受け入れ者数が増加している 



大阪府 第１号被保険者数、要介護認定
者数の推移 
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大阪府高齢介護室発表資料より 

 認定者数は高い水準で推移している状況となっている 



大阪府 居宅サービス事業所の指定・登
録状況の推移 

平成31年4月1日現在（単位：件）

（注）介護予防の指定と重複しているものは、「１」として計上する。

11,341 431.5%計 2,628 12,063 12,063 12,333 11,247

849 338.2%

特定福祉用具販
売

- 912 912 897 874 838 -

福祉用具貸与 251 912 912 899 881

- -

特定施設入居者
生活介護

9 299 299 322 331 347 3855.6%

認知症高齢者グ
ループホーム

14 - - - -

565 258.0%

短期入所療養介
護

252 233 233 232 249 246 97.6%

短期入所生活介
護

219 473 473 517 553

1,531 412.7%

通所リハビリ
テーション

270 497 497 563 579 604 223.7%

通所介護 371 3,045 3,045 2,808 1,532

101.0%

訪問看護 334 841 841 1,038 1,154 1,250 374.3%

5,012 618.8%

平成12年
４月１日

訪問入浴介護 98 108 110 107 107 99

訪問介護 810 4,741 4,741 4,950 4,987

平成27年
４月１日

平成28年
４月１日

平成29年
４月１日

平成30年
４月１日

平成31年
４月１日

平成12年
４月１日比
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大阪府高齢介護室発表資料より 

 大阪府では、事業所数が増加傾向にある 



当組合のＳＷＯＴ分析 

  好影響 悪影響 

内
部
環
境 

強み（S） 
・介護に特化した組合である 
・代表者が介護福祉士、介護支援
専門員などの資格を取得している 
・介護技能実習評価試験の試験評
価者の存在 

弱み（W） 
・組織がスタートしたばかりであり、
事業体制が弱く、人材が不足してい
る 

外
部
環
境 

機会（O） 
・好景気が継続し、人材不足が続
く 
・外国人実習生受け入れに関する
法改正 

脅威（T） 
・コロナ禍などの自然災害 
・コロナ禍による人手のだぶつき状
況 
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 当組合の内部環境（強み、弱み）と、外部環境（機会、脅威） 

を整理し、SWOT分析を実施した 



ビジョン2025 
送り出し国により外国人技能実習生の出国制限がかなり
違うので、送り出し国の多様化を図る。 

農業分野の技能実習生受け入れ許可もあるので、農業方
面も開拓していく。 
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今後の課題 

① 外国人実習生受入れ事業 

② 事務代行事業 

③ 共同購入事業 

④ 教育・研修事業 

⑤ 特定技能外国人職業紹介 
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 発足して間もない当組合であり、今後組合の事業を実施してい

くうえでは、事業を着実に実施していくことがこれからの課題と

なる。それらの課題を解決するためのビジョンを設定する 
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中小介護事業者協同組合 
『ビジョン２０２５』 

地域の介護事業者の 

けん引役になる 
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①外国人実習生受入れ事業 
 外国人実習生を受け入れていくために以下の
事業を計画している 

 
a. 受入数の増加のための取り組み 

• 2025年に、企業数30社、受け入れ100人を目標と
する 

• 紹介等により、対象企業を増やしていく 

• 近隣事業所には、訪問、ＤＭによる案内を実施中 

• 介護事業者以外も増やしていく 

 

b. 受入体制の強化 
• 営業（コロナ禍が落ち着いてから） 

• 事務（受け入れ事業専任も必要） 

• 事務局（実習生100人受け入れの体制） 
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②事務代行事業 
 事務代行は、一定の継続した収入とな
ることから、継続して増やしていく 

 

a. 給与計算など、企業が事業を実施して
いくために必要となる事業の代行 
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③共同購入事業 
 共同購入事業は、以下の取り組みを進
めていく予定である 

 

a. 備品、消耗品などを中心に対象として
実施予定 

 

b. 事業の実施体制を構築し、組合員企業
からのニーズを得ていく 
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④教育・研修事業 
 当組合の強みである事業であり、組合
員企業と実習生に向け、質の高いサービ
スを提供していく計画である 

 
a. 実習生向け教育 介護技術 

 
b. 管理者向け講習 

 
c. 一般社員向け講習 マナー講習など 

 
d. キャリア教育、カウンセリング 

• キャリアコンサルタントが実施 
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⑤特定技能外国人職業紹介 
 組合員企業からのニーズにこたえられ
るよう、事業に取り組んでいく計画とす
る。対象ごとに取り組みを考える 

 

a. 実習生（3年経過後） 
• 組合員企業で受入れられている実習生への
支援、サポート 

 

b. 特定技能試験合格者 
• 実務を知らない合格者も多く、組合で即戦
力となるよう教育したうえで、企業へ提案
を行っていく  
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事業スケジュール 
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2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 

①外国人実習生受
入れ事業 

②事務代行事業 

③共同購入事業 

④教育・研修事業 

⑤特定技能外国人
職業紹介 

受入数の増加のための取り組み 

体制の強化 
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事業代行事業実施 

共同購入事業実施 

実習生向け教育 

管理者向け講習 

一般社員向け講習 

キャリア教育、カウンセリング 

実習生 

特定技能試験合格者 


